
著しい経済発展を続ける中国。しかしそこには日本では想像し得ないほど
の貧富の差が存在します。月数百円の教材費を工面できず、小学校を退学
する子どもたち。急峻な山岳部に住み片道数時間の通学に学業を諦める子
どもたち。標準語を学ぶ機会を失うことで彼らの将来の可能性は限られ、更
なる貧困のスパイラルに巻き込まれていくことになります。中国政府もこう
いった状況を改善すべく様々な対策を講じていますが、なかなかニーズに追
いつかないのが現状です。
今回の講演会では、雲南省の山岳部貧困地域に住む少数民族の教育の
現状と、彼らに教育の機会を与え、学ぶ喜びを知ってもらうために日本・雲南
聯誼協会が現地政府と協力して行ってきた様々な取り組み及びその成果・課
題をお伝えします。

2009年6月5日（金） 19：00～20：30
（18：30開場）

会場 工学院大学新宿キャンパス中層棟4階、0430教室
参加費 一般1,500円 学生500円

（参加費の一部は雲南省への教育支援金に充てられます）

定員 50名
＊受講者の皆様には雲南名産プーアル茶をご用意しております。

主催：ＮＰＯ法人日本・雲南聯誼協会／工学院大学孔子学院

お申込方法： 電話、ＦＡＸ、メールのいずれかの方法で
下記いずれかの窓口にお申し込み下さい。

日本・雲南聯誼協会 担当：上田
Ｔｅｌ：03-5206-5260 Fax:03-5206-5261
E-mail:yunnan@gihyo.co.jp
工学院大学孔子学院
Tel:03-3340-0158 Fax:03-3340-0978
E-mail:cik@kogakuin.ac.jp

当日はロビーその他にて雲南省少数民族の文化を
紹介する展示やプーアル茶の試飲、雲南関連商品
の販売なども行う予定です。時間に余裕がおありの
方は是非お早めにご来場下さい。
（左は「夢」を意味するトンパ文字）

会場へのアクセス

――――日本人のルーツとも言われる中国の桃源郷・雲南。日本人のルーツとも言われる中国の桃源郷・雲南。
そこには私達の知らない過酷な一面がありましたそこには私達の知らない過酷な一面がありました――――

講師 初鹿野恵蘭（はじかのけいらん） 日本・雲南聯誼協会代表
中国雲南省昆明市に生まれる。1989年、留学のため来日。96年に雲南省

麗江大地震が発生した際にカンパを集めて現地での支援活動を行ったことを
契機に、貧困地域に居住する少数民族の教育支援活動を開始した。2000年に
日本・雲南聯誼協会を設立し、理事長に就任。
現在は日中を月１~2回のペースで往来し、小学校建設プロジェクトを中心と
する多様な支援活動に携わっている。


